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【発表概要】 
博物館や美術館では、収蔵資料自身のデータベース整備も必要であるが、点検管

理・展示・貸出などの日常的作業情報の記録こそ、収蔵資料を取り扱っていく上で不

可欠な情報群である。現在、「ミュージアム資料情報構造化モデル」をはじめとする学

芸業務の記録モデルの策定や、Cloud Computingなどの ICT技術の利用が進めら
れているものの、現実的なソリューション事例は数少ない。このような状況に対し、発表

者らは、作業従事者を主体とする収蔵品に関わる作業を実施した「その場」「その時」

での作業記録を可能とする環境の構築を目指した。本提案環境は、スマートフォンに

代表される携帯端末とASP型収蔵品管理サービスを融合させたシステムであり、展示
空間での状態確認や修復室での修復履歴管理など、作業従事者に応じた情報管理

が可能となる。 
 
 
【キーワード】 
収蔵品管理，学芸業務，スマートフォン，現場管理，ASP型収蔵品管理サービス 
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1. はじめに 
現在の博物館や美術館における電子

情報化は、収蔵資料管理を目的とした

内部向け情報管理と、展覧会告知など

を目的とした外部向け広報が中心である。

収蔵資料管理の面においては、2005 年

に東京国立博物館を中心とするプロジェ

クトチームが、「ミュージアム資料情報構

造化モデル」[1]を発表し、情報共有をも

視野にいれた提案がなされた。このモデ

ルの特徴は、博物館業務支援という目

標をもって作成されたことである。 

収蔵品情報の管理といった場合、従

来の多くは、収蔵品が有する属性を記し

た目録情報的なものであり、博物館にお

ける業務との連携に重きを置いたもので

は決してなかった。このモデル提案がき

っかけとなり、村田[2]、田良島[3]を中心と

して、博物館における学芸業務と収蔵品

情報の共有を目指し、積極的な取り組み

が行われている。しかし、未だ日常的業

務と収蔵品情報を連携する具体的な手

法提案が少ないのが現状である。 
 
2. 東京工業大学百年記念館におけ
る収蔵品情報管理 
東京工業大学百年記念館は、東京工

業大学における博物館機能を有した建

物であり、地階に 2 室、2 階に 4 室の展

示室と収蔵庫ならびに資料調査室を持

っている。さらに、大学キャンパス内には、

2 箇所の収蔵庫が点在している。 

当館は、一般的な博物館や美術館と

は異なり、展示・収蔵などのスペースが

一つの建物に集約されておらず、作業を

分散せざるを得ない状況にある。また、

作業従事者が少人数の為、複数の作業

を併任して行わねばならない。 

このような状況を踏まえ、当館におけ

る 収蔵品の情報管理は 、 on-site, 

on-time での情報整理を理想としている。

つまり、どこで誰が学芸業務に従事して

も「その場」「その時」に作業記録なされ

るというものである。この目的を実現する

ために、発表者らは、携帯端末と ASP 型

収蔵品管理サービスによる、日常的学芸

業務と収蔵品情報更新が可能であるシ

ームレス環境の構築をおこなった。 

 
3. 学芸業務と記録の一体化 
博物館における業務には、調査研究、

貸借、閲覧、修復、展示などがあるが、

いずれも収蔵品を目の前にして、実施す

る作業である。加えて、それぞれの作業

は特定の場所や作業者によって行われ

る。これら作業の結果は、随時記録され、

収蔵品に関する情報として管理されてい

くのが理想である。例えば、貸借作業の

際には、貸借相手・貸借品の状況・貸借

期間などが作業と共に記録され、修復室

では修復履歴や修復結果の記載、展示

品についても日々の状態が記録されて

いくべきである。 

だが、現状としてこれら作業に関する

記録を電子情報化する場合には、特定

の端末において別途入力作業を行う必

要がある場合が多い。情報共有が可能

とされていても、その情報共有に、同時

性・同場所性が保たれていない状況で

ある。本開発において、重点をおいた箇

所は、収蔵品に対して行う作業とその記

録が、同時的・同場所的になされること

である。学芸業務と記録の一体化が実

現されれば、収蔵品の保存管理におい

て大きなリスクである移動を最小限に抑

えることができる。 

本提案環境において想定している業

務は、大きく 2つに区分できる。ひとつは、

既存収蔵品に関する管理作業であり、も

うひとつは新規に収蔵もしくは借入によ

って一時的に収蔵される資料について

の作業である（表１）。収蔵品管理に区分

される作業は、点検・移動・貸出・返却で

ある。これら作業ごとに記録すべき情報
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が異なり、表 1 に示した項目を設定して

いる。新規・一時収蔵に区分される作業

も同様に作業ごとに、詳細情報項目を持

つ。 

 
表１．作業別記録項目 

管理区分 作業区分 記録情報 
点検 現所在 

状態 
画像情報 
点検者名 
点検日 
etc. 

移動 保管場所 
元所在 
現所在 
移動先 
移動期間 
状態 
etc. 

貸出 展覧会情報 
移動記録 
貸出元メモ 
貸出先メモ 
契約条項 
検品者 
貸出期間連絡 
etc. 

収蔵品 
管理 

返却 借入元 
借入日 
借入期間 
返却状態 
検品者 
etc. 

新規収蔵 管理番号 
作品名 
分野名 
寄贈、購入 
画像情報 
etc. 

新規収蔵 
借入 

借入 展覧会情報 
作品名 
作品解説 
移動記録 
契約条項 
検品者 
取扱い諸注意 
etc. 

 

4. 携帯端末とＡＳＰ型サービスによ
る実装 
本提案環境は 、 ASP (Application 

Service Provider) 型の収蔵品管理サー

ビスと携帯端末によって実現される。具

体的には、ASP 型収蔵品管理サービス

をMuseum Databank[4]とし、携帯端末とし

て Apple 社の iPhone ならびに iPad を選

定した。 

Museum Databank は、株式会社廣済

堂が運営しているＡＳＰ型の収蔵品管理

サービスである。このサービスは、インタ

ーネットに接続されたコンピュータがあれ

ば、ウェブブラウザ上から、作品情報・作

家情報・展覧会情報・作品貸出情報など

を閲覧、編集できるサービスである。もち

ろん、携帯端末からの利用も可能である。

しかし、あくまでも博物館関係者による情

報管理や一般鑑賞者に対しての作品情

報閲覧を想定したものであり、学芸業務

と連動した利用に適した状態にはなって

いない。 

提案環境実装にあたっては、この

Museum Databank を基軸とした iPhone

ならびに iPad に向けたアプリケーション

の開発が中心となった。開発アプリケー

ションは、表 1 に示した作業区分ごとに

特化した情報記録環境を、作業者に提

供するものである。 

例えば、収蔵品管理において日々お

こなわなければならない点検作業に従

事する場合、「現所在（展示場所）」をキ

ーとして点検作業を実施しなければなら

ない作品群が検索できるようになってい

る。この検索方法によって、各展示ケー

ス単位や収蔵棚単位での点検作業の効

率化を図ることができる。 

また、点検作業時には実物と作品画像

を比較しながら汚れ、傷などの異常が発

生していないかを判断できる様にしてい

る（写真１）。もし、異常があった際には、

文章による記述、写真撮影、画像情報
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への書き込みが可能であり、迅速な処置

に対応できるようになると考えられる。 

また、資料収集の段階で、文献資料

や図面類など大量の新規収蔵品を整理

しなければならない場合、資料調査場所

が書庫や収蔵庫などになってしまう状況

が発生する。その際、収蔵庫などに調査

結果情報を入力する作業環境を構築す

ることは困難である。しかし、本構築環境

では、携帯端末を作業場所に持参する

だけで、作品情報の入力が可能となる

（写真２）。もちろん、複数人での分担作

業も可能であり、短期間で集中的に整理

作業を進めることができる。 

そして、この開発アプリケーションでは、

インターネットに接続できないオフライン

環境においても情報入力が可能であり、

いかなる場合においても、作業とその記

録の一体化が保持されるよう工夫した。 

 

 
写真 1. 展示品点検作業風景 

 

 
写真 2. 新規収蔵品登録作業風景 

 

5. おわりに 
ＡＳＰ型の収蔵品管理サービスと携帯

端末を用いて、博物館における学芸業

務とその記録を「その場」「その時」に実

施できるシームレス環境を構築した。こ

のシームレス環境によって、東京工業大

学百年記念館がおかれている状況によ

く似た、作業従事者の少ない中小規模

の館においても、作業内容を容易に電

子情報化することが可能になると考えら

れる。 
具体的な利点を整理すると、 
・ 複数人での作業更新が可能 
・ 点在した作業場所での作業記
録が集約される 
・ 収蔵品管理データを収録して
いるサーバのハードウェアなら

びにソフトウェア管理が不要＝

情報分野に明るい専門管理員

がいなくても良い 
といった点が挙げられる。 
現在は、各作業における手順や携帯

端末におけるユーザインターフェイスに

ついて実証検討を進めている段階であ

るが、正式なリリースの後は、ひとつでも

多くの館に採用され、博物館運営の充

実に繋がることを願っている。 
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